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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和２年５月から８月までに開催された定例会（第２回）・臨時会（第５回）で審議された
内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

　第２回 定例会 （６月１日から６月１１日）

 一般会計補正予算（第３号）を可決
　新型コロナウイルスの影響も鑑み、町内の経済対策として主に下記の
事業に伴う補正予算（補正予算全体で4,933万円）を可決しました。

・くっちゃん子応援金・・・・・・・・・・・３，４６０万円
※「くっちゃん子」が新たな日常を元気に安心して過ごせるよう支給

・グリーンシーズンアウトドア事業者支援金・・・３００万円
※ 1事業者一律10万円を交付

放課後児童クラブの充実
と改善を求める請願書

厚生文教常任委員会に付託
されていた請願書が採択さ
れました。

７件の意見書を可決

林業・木材産業の成長産業化
に向けた施策の充実・強化を
求める意見書

新型コロナウイルスに対する
更なる経済対策を求める意
見書

地球温暖化対策の推進を求め
る意見書

地方財政の充実・強化を求め
る意見書

地方創生臨時交付金の追加交
付を求める意見書

新型コロナウイルス感染症に
よる地域医療・福祉の崩壊を
防ぐための要望意見書

新型コロナウイルス感染症対
策に関する要望意見書

 監査委員の選任・農業委員会委員の任命に同意

　町長より監査委員１名、農業委員会委員１４名の選任・任命の提案
説明を受け、下記の１５名について全て同意されました。

監査委員

佐藤　嘉己

農業委員会委員
三条　聡、東本　学、榊　正美、湯浅　渉、村本　剛、
林　哲也、滝澤　正史、梶本　靖、東條　守、大橋　章夫、
菅　正樹、澁澤　克巳、辺見　重樹、高橋　文子（同意案件順）

※ 写真はイメージです。
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　第５回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （８月４日）

 経済対策事業の申請・交付状況（７月３１日時点）

　第３回臨時会（4月20日）、第４回臨時会（4月30日）に
て議決をした「くっちゃん支援金」などの独自経済対策の
状況については下記のとおり。
※ 所管の経済建設常任委員会への報告より

・くっちゃん支援金
　　申請件数・・・・・・３３７件（全て交付済み）

・倶知安町新型コロナウイルス対策信用保証料助成金
　　申請件数・・・・・・・・３件（全て助成済み）

・倶知安グルメスタンプラリー事業補助金
　　参加件数・・・・・・１０３件（随時募集）

・プレミアム商品券事業
　　販売件数・・・・５，６７９組（１組6,000円）
　　※ 販売実績  ３，４０７万４千円

・グリーンシーズンアウトドア事業者支援金
　　申請件数・・・・・・・２３件（全て交付済み）

 一般会計補正予算（第５号）を可決
                             ※ 賛成１１・反対１・退席２・欠席１

　歳入の多くが国からの新型コロナウイルス感染症対応の地方創生臨時
交付金となっており、主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で
5億4,141万円）を6名の議員より質疑がなされた後に可決しました。

・町内光ファイバ関連費用・・・・・・・・２億４，４００万円
　※ 敷設整備設計業務委託料、敷設工事請負費、維持管理負担金で構成

・地元のお店応援クーポン発行事業交付金・・・８，０００万円
　※ 町内で利用できるクーポン券を町民一人当たり5,000円分（75歳以上は　
　　 6,000円分）を発行。

・倶知安町持続化支援金・・・・・・・・・・・４，０００万円
　※ 1事業者一律20万円を交付（200事業者を想定）

・地域連携ＤＭＯ支援補助金・・・・・・・・・１，３３５万円
　※ 町内に主たる拠点を有する事業者へ観光事業者支援として会費の一部を支援

＜森 禎樹議員より補正予算案への賛成討論＞
　この補正予算は新型コロナウイルス感染拡大により生じたさまざまな弊害に苦
しむ町民のためのものであり、一刻も早くお届けすることが責務だと考える。
　しかし、地域連携ＤＭＯ支援補助金は原資が国からの交付金とはいえ、多額の
予算措置、税金を施すための理屈としては余りにも脆弱であり、納得いただけ
る町民は限られていると思う。
　本町では独自対策として高齢者へのマスク配布、くっちゃん支援金、今回の
地元のお店応援クーポン発行事業など、全ての町民に対して何らかの手当がさ
れているので、最低限の理解は得られるものと信じたい。

歳入国庫補助金の内訳

（総務費）
新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金（二次
交付分）・・・２億1,192万円

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金（三次
交付分）・・・１億1,677万円

高度無線環境整備推進事業補
助金・・・・・・6,800万円

（教育費）
学校保健特別対策事業費補助
金（小学校費）・・513万円

学校保健特別対策事業費補助
金（中学校費）・・513万円

公立学校情報機器整備費補助
金（小学校費）・・2,617万円

公立学校情報機器整備費補助
金（中学校費）・・1,128万円

※ 写真はイメージです。

※ 写真はイメージです。
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原田　芳男　議員・・・５ページ
　① 新型コロナウイルス感染症への対応について
　② 学校給食について

鈴木　保昭　議員・・・６ページ
　① 観光政策について
　② 年寄りに優しくないまち
　③ コロナ院内感染を防いだ倶知安厚生病院の努力
　④ 中央公園について

冨田　竜海　議員・・・７ページ
　① 新型コロナウイルス地方創生臨時交付金の用途に対する
　　 考え方は
　② 新しい生活様式に対応した地域経済循環への考え方は

波方　真如　議員・・・８ページ
　① アフターコロナを考える

森　　禎樹　議員・・・９ページ
　① 町内交通体系の見直しを急ぐべきではないのか

作井　繁樹　議員・・・１０ページ
　① 水道事業の課題整理

木村　聖子　議員・・・１１ページ
　① ＩＣＴ教育、オンライン授業の取り組みについて

古谷　眞司　議員・・・１２ページ
　① 本町の強みを活かした企業誘致について

門田　　淳　議員・・・１３ページ
　① 新型コロナウイルス感染症対策　雇用の維持と事業の継
　　 続について

田中　義人　議員・・・１４ページ
　① 開発協力金（負担金）について
　② 倶知安駅新駅周辺整備について
　③ コロナ禍におけるＤＭＯ組織の支援について

森下　義照　議員・・・１５ページ
　① 危機管理の確立について

佐藤　英俊　議員・・・１６ページ
　① 民地借上げの賃貸借契約書の確認について
　② 本町が発行する冊子等への英語などの併記について

小川　不朽　議員・・・１７ページ
　① ＩＣＴ（情報通信技術）環境の整備で学校現場はどう
　　 変わるか

笠原　啓仁　議員・・・１８ページ
　① 『子育て』「次善策」は進んでいますか
　② 『改正交通再生法』法を活かした本町の取り組みは
　③ 『教育大綱』策定者としての町長の認識は
　④ 『議会からの政策提案』町長はどう受け止め、活かしますか
　⑤ 『町内ブロードバンド』国の補助を活用し環境整備を

坂井　美穂　議員・・・１９ページ
　① 新生活様式への対応

会議録を閲覧するには、こちらから検索が
可能です。

一般質問１日目（６月８日）

一般質問２日目（６月９日）

一般質問３日目（６月１０日）

一般
質問
町 政 を 問 う

 15 人の議員が
       27 問の一般質問を行いました

4



①
廃
業
、
倒
産
件
数
は
報
道
で
は
宿
泊
施
設
が
１

　

件
、
飲
食
店
３
件
の
廃
業
と
い
う
情
報
だ
が
、
今

　

回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
直
接
の
影
響
か
ど
う
か
は

町長
新型コロナウイルス感染症への対応について

支援が必要な事業者を見極めながら取り組む

　
　
　

北
海
道
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
の
は
１
月
28
日

だ
が
、
そ
れ
以
来
、
介
護
施
設
や
病
院
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
な
ど
で
５
月
31
日
時
点
で

１
０
９
１
例
の
発
症
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
営
業
自
粛
や
学
校
の
休
校
な
ど
で

住
民
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

国
や
道
、
町
も
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
６
月

１
日
に
事
業
者
の
営
業
自
粛
が
全
面
解
除
さ
れ

た
が
心
配
な
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
次

の
こ
と
を
伺
う
。

①
倶
知
安
町
に
お
け
る
廃
業
や
倒
産
件
数
は
。

②
廃
業
や
倒
産
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
伴
う
失
業
者
数

　

は
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と

　

思
わ
れ
る
事
業
規
模
縮
小
に
よ
る
失
職
者
数
は
。

③
職
を
失
っ
た
人
へ
の
援
助
は
極
め
て
不
十
分
。

　

町
と
し
て
も
交
付
金
な
ど
の
対
応
を
す
べ
き
で

　

は
。

④
事
業
者
の
倒
産
や
廃
業
を
防
ぐ
た
め
に
は
町
独

　

自
の
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

⑤
国
税
庁
は
「
持
続
化
給
付
金
」「
感
染
拡
大
防

　

止
協
力
金
」
「
雇
用
調
整
助
成
金
」
「
小
学
校
休

　

業
等
対
応
助
成
金
」
な
ど
は
課
税
対
象
。
「
特

　

別
定
額
給
付
金
」「
子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
特

　

別
給
付
金
」
は
非
課
税
と
し
て
い
る
。

　
　

課
税
扱
い
と
な
る
と
国
保
や
住
民
税
、
町
営

　

住
宅
の
家
賃
な
ど
に
影
響
す
る
。
町
の
独
自
対

　

策
に
つ
い
て
は
非
課
税
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

　
　
　

伴
い
全
道
で
小
中
学
校
の
休
校
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
保
護
者
が
苦
労
す
る
と
と
も

に
学
校
現
場
も
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
る
。
給

食
も
供
給
停
止
が
長
く
続
き
、
食
の
教
育
の
観

点
か
ら
も
異
常
な
事
態
と
な
っ
た
。
学
校
給
食

は
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
境
に
調
理
業
務
は

　

十
分
把
握
し
て
い
な
い
。

②
失
職
者
数
は
正
確
に
は
お
さ
え
て
い
な
い
が
、
有

　

効
求
人
倍
率
が
こ
れ
ま
で
２
倍
台
で
あ
っ
た
が
、

　

１
・
１８
倍
と
な
って
い
る
。
さ
ら
に
、
雇
用
保
険
の

　

受
給
者
数
は
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

　

３
月
以
降
の
雇
用
情
勢
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

　

る
と
思
わ
れ
る
。

③
職
を
失
っ
た
方
への
支
援
に
つい
て
は
、
雇
用
保
険

　

の
失
業
給
付
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸
し
付
け
、

　

税
や
公
共
料
金
の
支
払
い
猶
予
な
ど
が
あ
る
。

　
　

町
と
し
て
は
支
援
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め

　

る
と
と
も
に
再
就
職
に一日
も
早
く
つ
な
が
る
支

　

援
を
行
う
。

④
町
独
自
の
施
策
に
つい
て
は
、
現
在
「
く
っ
ち
ゃ
ん

　

支
援
金
」「
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業

　

者
支
援
金
」「
信
用
保
証
料
助
成
金
」
を
行
って

　
い
る
。
今
後
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
者

　

を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

⑤
町
独
自
の
対
策
に
つい
て
非
課
税
に
す
べ
き
と
の
ご

　

質
問
に
つい
て
、
税
法
な
ど
に
定
め
が
あ
る
と
こ
ろ

　

か
ら
事
業
者
に
関
す
る
も
の
は
課
税
扱
い
と
な
る
。

　

本
町
独
自
の
給
付
金
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

　

控
除
な
ど
が
あ
る
の
で
必
ず
し
も
課
税
と
は
な
ら

　

な
い
。

直
営
か
ら
民
間
委
託
に
な
っ
た
。
以
下
を
伺
う
。

①
給
食
が
提
供
さ
れ
な
い
期
間
、
給
食
調
理
員
の

　

処
遇
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
説
明
を
求

　

め
る
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
保
護
者
宛
の
通
知
に
よ

　

る
と
給
食
が
提
供
さ
れ
な
い
期
間
に
つ
い
て
も

　

納
入
を
求
め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
の
給
食
費

　

の
扱
い
は
、
５
日
以
上
給
食
が
提
供
さ
れ
な
い

　

と
き
は
差
し
引
か
れ
て
納
め
な
く
て
も
良
い
こ

　

と
に
な
っ
て
い
る
。

③
給
食
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は

　

給
食
費
の
徴
収
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
い
か
が

　

お
考
え
か
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

①
委
託
業
者
に
は
学
校
が
休
業
中
で
も
突
然
の
給
食

　
の
再
開
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
給
食
調
理
体
制

　

を
整
え
て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
常
に
連
絡
を
取
っ

　

て
い
る
。
業
務
委
託
日
数
に
つい
て
は
４
月
は
12
日

　

間
、
５
月
は
７
日
間
の
業
務
を
行
って
お
り
、
賃

　

金
の
支
払
い
は
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

な
お
、
こ
れ
は
私
見
で
あ
る
が
４
月
に
つい
て
は

　

１
０
０
％
補
償
さ
れ
て
い
る
。
５
月
は
給
食
提
供

　

が
７
日
で
６
割
補
償
と
な
って
い
る
。

②
③
ご
質
問
の
給
食
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
月
日
に

　
つい
て
は
給
食
費
を
徴
収
す
べ
き
で
な
い
と
の
指
摘

　

に
つい
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

　

影
響
に
よ
り
学
校
の
休
校
が
不
透
明
な
中
で
今
後

　

の
行
事
の
中
止
・
縮
小
、
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬

　

休
み
な
ど
の
長
期
休
業
の
調
整
で
給
食
の
供
給
の

　

増
加
し
た
場
合
の
こ
と
も
勘
案
し
て
４
月
分
・
５

　

月
分
に
つい
て
定
額
の
納
入
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
。

　
　

今
後
必
要
な
給
食
日
数
が
確
定
し
た
段
階
で

　

調
整
す
る
。

原田　芳男　議員

町
長

問

問答

教
育
長

答
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本
町
に
お
い
て
、
保
険
料
が
限
度
額
の
64
万
円

に
達
し
て
い
る
方
は
令
和
２
年
度
当
初
賦
課
時
点

で
32
名
に
な
って
い
る
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
発
足

し
て
12
年
が
経
過
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
被

保
険
者
か
ら
の
声
を
吸
収
し
、
広
域
連
合
に
し
っ

か
り
と
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

　

高
齢
者
への
思
い
や
り
に
関
し
て
、
本
町
の
65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
は
、
25
・
６
％
、
全
国
平
均
28
・

１
％
、北
海
道
平
均
31・１
％
（
平
成
31
年
１
月
デ
ー

タ
）
と
比
べ
る
と
低
い
状
況
だ
が
日
増
し
に
高
齢
化

率
が
高
く
な
って
い
る
。
高
齢
者
の
転
出
も
大
き
な

要
因
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
の
高
齢
者
への
特
定
目
的
戸
数
は
85
戸

整
備
し
て
い
る
が
、
需
要
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
を
活
用
し
て
整

備
す
る
事
業
者
の
募
集
を
行
う
な
ど
、
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

町長
年寄りに優しくないまち、住みよい環境整備を

高齢者に思いやりを持ち、一歩ずつ進めたい

　
　
　

倶
知
安
の
ま
ち
は
若
者
が
多
く
て
、
非
常
に

　
　
　

高
齢
化
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
、
あ
る

意
味
自
慢
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
は
決
し
て
住
み

よ
い
ま
ち
で
な
い
か
ら
年
寄
り
は
み
ん
な
出
て

い
く
。
私
も
75
歳
に
な
っ
て
身
に
染
み
て
思
っ
た
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

除
雪
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ア
パ
ー
ト

も
高
い
、
町
営
住
宅
も
入
れ
な
い
。
高
齢
者
が

も
う
少
し
住
み
よ
い
環
境
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

観
光
は
倶
知
安
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
。
行

　
　
　

政
改
革
・
機
構
改
革
の
中
で
の
観
光
課
、

「
観
光
局
」
と
い
う
名
称
で
ぜ
ひ
一
つ
内
部
独
立

性
、
質
の
高
い
基
幹
産
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

観
光
局
で
の
編
成
を
求
め
る
。
コ
ロ
ナ
の
問
題

で
観
光
は
落
ち
込
ん
で
い
る
。
観
光
庁
か
ら
の

派
遣
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
需
要
の
回
復
、

積
極
的
な
施
策
で
対
処
す
べ
き
問
題
。

　

長
期
滞
在
者
は
十
何
年
間
も
来
て
、
倶
知
安

の
準
町
民
と
考
え
る
。
町
長
が
「
倶
知
安
町
は

安
全
な
と
こ
ろ
で
す
。
来
て
く
だ
さ
い
。
」
と
積

極
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
は
。

　

国
か
ら
の
職
員
派
遣
と
い
う
の
は
、
今
後
の
事
業

の
展
開
に
つ
い
て
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

現
在
、
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
は
観
光
課
と
ニ

セ
コ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
ボ
ー
ド
、
倶
知
安
観
光
協
会
の

三
つ
の
組
織
が
施
設
を
共
に
し
て
い
る
。
現
在
の
場

所
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
効
果
は
絶
大
と
評
価
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

　

東
急
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
を

目
指
す
協
働
・
連
携
協
定
書
に
つい
て
、
本
町
と
し

て
も
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
り
、
特
別
な
関

係
と
認
識
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
大
事
、
ご

指
摘
の
と
お
り
。
現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
も
手
段

と
し
て
の一つ
だ
が
、
動
画
等
を
活
用
し
た
非
接
触

型
の
活
用
等
で
町
長
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か

り
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
院
内
感
染
を
防
い
だ

　
　
　
　

倶
知
安
厚
生
病
院
の
努
力

　
　
　
　

地
域
住
民
、
観
光
客
の
た
め
に
一
生
懸
命

　
　
　

頑
張
っ
て
い
た
厚
生
病
院
の
方
々
の
ご
努

力
に
心
か
ら
敬
意
を
払
い
た
い
。
厚
生
病
院
と

の
関
係
、
行
政
と
厚
生
病
院
の
二
人
三
脚
、
理

想
的
に
は
利
益
の
あ
る
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
が
大
事
。

　

地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
セ
ン
タ
ー
病

院
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
思
う
。
院
内
感
染
予
防
策
と
し
て
、

早
く
か
ら
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
職
員
間
で
学
習
、

情
報
共
有
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
っ
た
。
赤
字
の

補
填
・
補
助
金
額
、
こ
れ
以
上
の
不
採
算
、
赤
字

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
自
治
体
負
担
・
補
填
等
は
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

中
央
公
園
に
つ
い
て

　
　
　

中
央
公
園
に
隣
接
す
る
土
地
の
覚
書
は
、

　
　
　

ど
の
よ
う
な
過
程
で
破
棄
さ
れ
た
の
か
。

町
長

　

こ
れ
ま
で
先
行
取
得
と
し
て
土
地
購
入
に
係
る

予
算
措
置
を
検
討
し
て
い
た
が
、
平
成
30
年
12
月

に
第
三
者
と
の
土
地
売
買
に
つ
い
て
土
地
所
有
者
か

ら
の
協
議
が
あ
り
、
第
三
者
への
売
却
と
な
っ
た
。

鈴木　保昭　議員

町
長

町
長

町
長

問

問

問問

答

答

答答
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町長
新しい生活様式に対応した地域経済変化に対する見解は

各商業人が将来設計を個々で考えて展開を

冨田　竜海　議員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
に
向
け
て
、

　
　
　

政
府
が
切
り
出
し
た
新
し
い
生
活
様
式

の
中
で
は
、
従
来
の
経
済
活
動
の
見
直
し
に
対

す
る
内
容
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
た
。
以
前
よ
り

積
極
的
な
地
元
消
費
を
推
進
し
て
い
る
が
、
完

全
自
給
自
足
が
で
き
て
い
な
い
現
代
生
活
様
式

へ
の
変
化
に
伴
い
、
多
く
の
資
金
を
町
外
に
捻

出
し
て
お
り
、
町
外
で
は
な
い
と
手
に
入
ら
な

い
物
も
多
く
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
の
充
実
に
よ
り
、
従
来
の
町
内
内
需
だ
け

で
は
、
経
済
効
果
の
好
循
環
は
望
め
ず
、
本
質

的
に
地
域
経
済
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
幅

広
い
商
圏
と
顧
客
を
持
ち
、
町
外
か
ら
の
収
入

を
向
上
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
貿
易
黒
字
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
は
。

問

問

町
長

答
　

地
域
経
済
循
環
の
観
点
か
ら
、
地
元
消
費
に
つ

い
て
喚
起
し
て
き
た
が
、
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー

ズ
や
消
費
活
動
に
よ
り
、
当
然
町
内
だ
け
で
完
結

す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
経
済
を
豊
か
に
す
る

に
は
町
内
内
需
は
も
と
よ
り
、
幅
広
く
倶
知
安
応

援
団
、
フ
ァ
ン
を
持
つ
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
感

染
防
止
と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
段
階

に
入
っ
て
き
て
お
り
、
１
人
10
万
円
、
人
口

１
億
２
６
０
０
万
人
掛
け
る
10
万
円
で
12
兆
円
。

本
町
１
万
５
０
０
０
人
と
し
た
場
合
、
掛
け
る

10
万
円
で
15
億
円
。
今
後
の
消
費
活
動
の
喚
起
の

取
組
み
と
い
う
視
点
で
捉
え
る
と
い
う
の
も
大
変

重
要
な
視
点
で
あ
る
。
町
内
で
の
買
い
物
・
飲
食
、

そ
う
いっ
た
喚
起
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
ど
う
や
って
倶
知
安
町
内
の
民
間
事

業
者
の
中
で
展
開
を
で
き
る
か
、
既
に
そ
う
いっ
た
部
分

　
　
　

引
き
続
き
町
内
で
の
消
費
や
外
食
の
推
進

　
　
　

を
発
信
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今

本
当
に
必
要
な
の
は
町
内
で
買
い
物
し
ま
し
ょ

う
で
は
な
く
、
「
町
内
外
の
人
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
下
さ
い
」

だ
と
考
え
る
。

　

こ
れ
だ
け
国
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
買
い
物
を
訴

え
て
い
る
中
、
町
長
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
皆
さ
ん

10
万
円
、
町
内
で
使
っ
て
下
さ
い
。
」
本
当
に
素

晴
ら
し
い
考
え
だ
と
思
う
が
、
町
内
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
売
買
に
対
応
し
て
い
る
事
業
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
つ
ま
り
対
面
で
の
売
買
を
推

進
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
対
面
で

の
や
り
取
り
が
リ
ス
ク
で
あ
る
と
国
を
挙
げ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
て
い
る
中
、
そ
れ
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
対
面
で
の
消
費
を
促
し
て
い
る
と
は
、
矛
盾

し
か
な
い
。

　

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
今
ま
で
ど
お
り
買
い

物
し
て
下
さ
い
ね
で
は
な
く
、
町
内
外
の
人
々

が
地
域
問
わ
ず
、
本
町
で
買
い
物
で
き
る
仕
組

み
を
作
っ
て
下
さ
い
。
本
町
の
物
を
多
く
の
方

に
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
魅
力
や
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
お

金
を
使
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
明
日
明
後
日
の
固

定
費
を
全
て
賄
う
こ
と
は
財
源
の
面
か
ら
見
て

も
不
可
能
な
の
で
北
海
道
・
国
に
お
任
せ
し
、

町
独
自
で
は
少
額
の
投
資
で
新
た
な
売
上
げ
の

機
会
を
望
め
る
仕
組
み
づ
く
り
に
対
す
る
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長

答

で
の
課
題
点
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
が
、
直
接
会
議

所
を
通
じ
て
各
店
舗
が
な
か
な
か
踏
み
切
れ
ず
、

盛
り
上
が
って
こ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
聞
い
て

い
る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
将
来
に
向
け
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
を
推
進
・
牽
引
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
、

な
お
そ
う
いっ
た
部
分
を
前
向
き
に
や
っ
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
商
業
圏
の
構
築
・

発
展
、
将
来
に
向
け
て
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
認

識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
ど
う
いっ
た
こ
と
が
で
き

る
か
検
討
す
る
。

　

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
各
事
業
者
の
紹

介
サ
イ
ト
の
一
例
は
左
記
よ
り
ご
覧
頂
け
ま
す
。

宿泊事業者向け

小売業向け
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三
密
を
避
け
る
た
め
の
自
粛
要
請
に
よ
り
、
運

動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
発
散
の
場
の
な
い
状
況
が
し
ば

ら
く
の
期
間
続
い
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
も
と

よ
り
、
町
民
の
ど
な
た
に
も
目
に
見
え
な
い
心
身
の

疲
労
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
町
営
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

や
多
く
の
皆
様
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
運
動
不

足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
。

　

町
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
の
更
な
る
活
性
化
を

意
図
し
た
議
員
ご
質
問
の
使
用
料
の
減
免
措
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
減
額
に
よ
っ
て

利
用
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
大
い
に
期
待
で
き
る
と

こ
ろ
な
の
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
総
合
体
育
館
と
町
営
プ
ー
ル
の

アフターコロナを考える
運動不足やストレス解消の一助になればと願う

　
　
　

利
用
目
的
や
年
齢
構
成
、
町
内
外
の
利
用

　
　
　

者
別
・
期
間
等
も
考
え
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
の
使
用
料
の
減
免
措
置
を
設
け
る
こ
と
は

可
能
か
を
伺
う
。

　

学
校
等
の
一
斉
臨
時
休
業
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
三
密
を
避
け
る
た
め
の

自
粛
要
請
に
よ
り
、
子
ど
も
の
運
動
不
足
や
友

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
、
安
全
に
運
動
で
き
る

機
会
を
創
出
し
、
子
ど
も
の
運
動
不
足
解
消
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
促
進
を
図
る
の
が
目

的
と
し
、
自
粛
に
よ
り
家
庭
・
経
済
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
協
力
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　

倶
知
安
町
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
で
き

　
　

  

な
い
か
を
伺
う
。

　

感
染
を
防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
事
態
終
息
後
を

見
据
え
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
を
抱
え
る
人
の

多
様
な
働
き
方
を
実
現
し
、
時
間
の
有
効
活
用

が
見
込
め
る
。
本
町
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
の
民
間
企
業
な
ど
の

導
入
機
運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

職
員
の
離
職
防
止
や
、
も
し
も
の
災
害
時
も
リ

モ
ー
ト
で
仕
事
が
で
き
る
職
員
に
業
務
継
続
を

支
え
て
い
た
だ
け
る
。

　

こ
れ
を
機
に
本
町
で
も
実
施
す
る
べ
き
と
考

え
る
。

町
内
小
・
中
学
生
の一
般
開
放
を
無
料
と
し
、
期

間
は
準
備
が
完
了
す
る
６
月
第
２
週
の
末
か
ら
９

月
末
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
例

年
、
札
幌
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い
る
会
議
が
相

次
い
で
取
り
や
め
と
な
る一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
利
用
し
た
ウ
ェ
ブ
会
議
、
説
明
会
な
ど
を

含
む
取
り
組
み
が
大
き
く
増
え
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
町
で
は
新
た
に
利
用

ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
必

要
な
機
材
、
カ
メ
ラ
・
モ
ニ
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
整

備
を
取
り
進
め
て
お
り
、
各
種
ウ
ェ
ブ
会
議
に
お
い

て
活
用
す
る
ほ
か
、
在
宅
勤
務
で
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

波方　真如　議員

町
長

問

問

答

答

教育長

教
育
長

答

　

役
場
の
業
務
は
町
民
や
事
業
者
の
方
々
と
接
し

な
が
ら
取
り
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
窓
口
業
務

が
、
住
民
環
境
課
を
は
じ
め
税
務
課
、
福
祉
医
療

課
な
ど
、
ご
存
じ
の
と
お
り
多
数
あ
る
と
こ
ろ
。
こ

れ
ら
の
部
署
に
お
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
在
宅
勤
務

で
の
対
応
に
お
い
て
、
難
し
い
も
の
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
一
方
で
総
務
課
な
ど
、
内
部
管
理
が
業
務
の
中

心
と
な
る
部
署
、
あ
る
い
は
比
較
的
窓
口
業
務
が

少
な
い
部
署
な
ど
に
お
い
て
は
、
一
部
で
在
宅
勤
務

を
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

子どもの運動不足解消、メンタルヘルスケアの促進がなされる取り組みを
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①
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
郊
外

　

地
区
に
お
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
乗
用
車
の
利

　

用
が
多
く
、
生
活
交
通
の
需
要
は
比
較
的
少
な

　
い
と
い
う
考
察
結
果
と
な
っ
た
が
、
今
後
は
人
口

　

密
度
が
低
い
郊
外
地
区
に
導
入
さ
れ
て
い
る
デ
マ

　

ン
ド
交
通
、
あ
る
い
は
地
域
住
民
主
導
に
よ
る

　

交
通
施
策
、
タ
ク
シ
ー
の
助
成
、
大
き
く
は
こ
の

　

３
つ
に
大
別
し
て
施
策
検
討
を
行
って
い
く
。

②
じ
ゃ
が
り
ん
号
を
循
環
ル
ー
ト
型
で
郊
外
地
区
を

　

運
行
さ
せ
た
場
合
、
運
行
時
間
と
費
用
の
増
大

　

か
ら
持
続
性
の
あ
る
効
果
的
な
公
共
交
通
に
は

　

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
福
祉
ハ
イ
ヤ
―
助
成
券
は
、
今
後
は
高
齢
者
の
移

　

動
手
段
を
確
保
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
も
な

　

る
の
で
、
郊
外
交
通
の
重
要
性
は
よ
り
一層
高
ま

　

り
つつ
あ
る
こ
と
も
含
め
て
、
総
合
的
に
判
断
し

　

て
い
く
。

町長
町内交通体系の見直しを急ぐべきではないのか

アンケート結果も踏まえ、施策検討を行う

　
　
　

①
昨
年
末
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
　
　

と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

②
じ
ゃ
が
り
ん
号
の
路
線
拡
大
は
不
可
能
な
の
か
。

③
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
中
心
部
か
ら
の
距
離
に

　

応
じ
た
加
算
配
分
は
で
き
な
い
の
か
。

　

乗
車
定
員
を
減
ら
し
て
荷
物
を
積
め
る
よ
う
に

　

は
で
き
な
い
の
か
。

②
買
い
物
目
的
に
利
用
す
る
人
が
重
い
荷
物
を
膝

　

に
抱
え
て
乗
車
す
る
の
は
大
き
な
負
担
。
お
店

　

側
に
対
し
て
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
補

　

助
は
で
き
な
い
の
か
。

①
今
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
って
ま
た
見
直
し
と
い
う

　

こ
と
も
当
然
あ
る
と
は
思
う
が
、
現
在
の
条
例
に

　

お
い
て
持
ち
込
め
る
手
荷
物
の
サ
イ
ズ
に
つい
て
は
、

　

公
共
マ
ナ
ー
の
観
点
か
ら
も
自
分
の
座
席
の
幅
に

　

お
さ
め
ら
れ
る
も
の
と
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い

　

た
だ
い
て
い
る
。

②
配
達
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
町
と
し
て
の
補
助
に
つ

　
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　

密
集
、
つ
ま
り
過
密
状
況
を
で
き
る
だ
け
解
消

　

す
る
方
策
と
し
て
、
通
常
登
校
が
再
開
し
た
６
月

　

１
日
か
ら
、
乗
車
人
数
の
多
い
６
系
統
と
８
系
統

　
の
２
本
に
つい
て
当
面
の
間
、
２
台
体
制
で
の
運
行

　

を
実
施
し
て
い
る
。

森　禎樹　議員

町
長

町
長

問 問答

答

郊
外
交
通
に
つ
い
て

じ
ゃ
が
り
ん
号
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

問
　
　
　

①
三
密
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

②
混
乗
の
利
用
状
況
と
利
用
者
か
ら
の
声
は
。

教
育
長

答

町
長

答
②
利
用
状
況
と
し
て
は
、
１
週
間
に
全
路
線
合
計
で

　

８
名
ほ
ど
の
利
用
が
あ
り
、
特
に
苦
情
だ
と
か
の

　

意
見
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

コロナ禍では乗車定員の見直しも必要と考える

　
　
　

①
現
状
で
は
利
用
者
は
大
き
な
荷
物
を
乗

　
　
　

せ
ら
れ
な
い
が
、
三
密
を
防
ぐ
意
味
で
も

①
密
閉
空
間
を
避
け
る
た
め
に
バ
ス
の
運
行
前
か
ら

　

窓
を
開
け
る
な
ど
、
細
や
か
な
換
気
対
策
を
実

　

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
密
接
を
避
け
る
対
策
と
し

　

て
、
適
切
な
距
離
を
置
い
て
座
る
よ
う
指
導
し
て

　
い
る
。
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期
間
は
令
和
３
年
２
月
26
日
ま
で
。
先
日
、
業

務
の
工
程
、
進
め
方
を
確
認
し
た
。

町長
新たな財源措置を国に求めないと、財政が保たない

危機感を全職員で共有し、しっかりと取り組む

　
　

 
 

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
。
経
営
戦
略
、
策
定
作
業

　
　

 
 

の
進
捗
は
。　
　
　

水
道
事
業
の
課
題
整
理

　

新
規
需
要
者
と
協
議
す
る
。

　

４
８
０
０
立
米
が
限
界
。

　

約
３
０
０
０
立
米
、一カ
所
に
集
約
。
位
置
・
形

状
等
も
含
め
検
討
中
。

　
　

  

老
朽
化
の
現
状
認
識
は
。　
　
　

　

全
国
平
均
値
よ
り
悪
い
値
。
更
新
を
着
実
に
進

め
て
い
く
。

　
　

 
 

適
切
な
更
新
の
考
え
方
は
。　
　
　

　

更
新
サ
イ
ク
ル
を
延
長
し
、
費
用
の
平
準
化
を

図
り
、
年
平
均
約
２
億
６
０
０
０
万
円
と
試
算
。

 

　
　

 

用
途
・
業
種
に
よ
る
水
道
料
金
の
細
分
化
、

　
　

 
 

加
え
て
超
過
料
金
を
見
直
す
べ
き
。

　
　

 
 

山
田
地
区
の
給
水
量
増
量
へ
の
対
応
、
今

 

　
　

 

後
の
予
測
は
。

　

令
和
４
年
度
の
冬
季
ま
で
に
は
増
量
が
必
要
。

　
　

 
 

現
送
水
管
の
一
日
当
た
り
の
送
水
能
力
は
。

 

　
　

 

技
術
的
に
配
水
量
を
制
御
す
る
こ
と
は
で
き

　
　

 
 

な
い
の
か
。

　

制
御
は
可
能
だ
が
、緊
急
時
の
み
許
さ
れ
る
も
の
。

　
　

 
 

戸
別
貯
水
槽
の
設
置
を
要
請
す
べ
き
。

 

　
　

 

配
水
池
、
必
要
な
容
量
と
増
設
の
位
置
・

　
　

  

形
状
は
。

 

　
　

 

水
道
利
用
加
入
金
を
、
即
値
上
げ
す
べ
き
。

　

開
発
負
担
金
の
導
入
検
討
と
共
に
検
討
す
る
。

　
　

  

自
助
努
力
の
範
疇
を
超
え
て
い
る
。
い
ま

　
　

  

一
度
、
民
間
の
知
恵
、
外
部
支
援
の
活
用

を
模
索
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
国
に
対
し
、
水

道
法
の
不
備
や
矛
盾
を
指
摘
し
つ
つ
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
態
や
本
町
の
課
題
を
理
解
頂

く
べ
く
努
力
を
し
、
新
た
な
財
源
措
置
を
求
め
、

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、

水
道
事
業
の
安
定
経
営
の
た
め
に
一
般
財
源
か

ら
の
一
定
程
度
の
補
填
が
必
要
。

　

水
道
利
用
加
入
金
及
び
水
道
料
金
の
改
定
、
開

発
負
担
金
の
導
入
も
検
討
を
開
始
。
こ
れ
ら
が
ま

と
ま
っ
た
段
階
で
、
一般
会
計
か
ら
の
補
填
を
判
断

す
る
。
引
き
続
き
様
々
な
機
会
に
お
い
て
国
や
関

係
機
関
に
要
望
す
る
。

作井　繁樹　議員

町
長

問

町
長

町
長

答問

町
長

答問答

町
長

町
長

答問

問
　

細
分
化
と
口
径
別
の
組
合
せ
、
多
量
の
使
用
に

な
る
ほ
ど
高
く
な
る
制
度
を
検
討
。

町
長

答

問答問

町
長

答問

町
長

答問

町
長

答問答問

町
長

答
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①
消
毒
液
や
非
接
触
型
の
体
温
計
等
の
保
健
衛
生
用

　

品
の
購
入
、
教
室
内
の
換
気
を
行
う
た
め
サ
ー

　

キ
ュレ
ー
タ
ー
の
購
入
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
校
が
必
要
と
す
る
備
品
を
補
助
金

　

申
請
に
盛
り
込
み
た
い
。

全児童生徒に端末の貸与・通信環境整備の助成が必要
今年度中に全児童生徒に端末機器が渡るよう取り組む

　

通
信
整
備
費
の
助
成
な
ど
を
精
査
し
、
適
切
な

　

対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

④
当
初
の
計
画
で
は
、
令
和
２
年
度
は
高
速
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
の
環
境
構
築
事
業
と
３
年
計
画
で
端
末
整

　

備
の
初
年
度
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
新
型

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
全
て
の

　

端
末
整
備
を
今
年
度
中
に
実
現
す
る
方
針
が
文
部

　

科
学
省
よ
り
通
知
さ
れ
た
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
は
欠
か
せ
な
い
の
で
、

　

こ
の
方
針
変
更
を
逆
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

　

今
年
度
中
に
全
児
童
生
徒
に
端
末
機
器
が
渡
る
よ

　

う
、
補
助
金
や
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
早
期
実

　

現
に
取
り
組
む
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
補
完
的
役
割
と
し
て
は
非
常

　

に
効
果
的
だ
が
本
格
的
な
授
業
展
開
は
、
非
常
に

　
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
全
て
の
家
庭
への
通
信
環
境
整

　

備
や
授
業
形
態
の
構
築
な
ど
、
体
制
整
備
に
は

　

か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
本
格
実
施
ま
で
は
、

　
い
ま
出
来
る
こ
と
を
試
験
的
に
取
り
組
ん
だ
り
、

　

教
職
員
研
修
な
ど
で
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
機
器
の

　

購
入
や
環
境
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
自
治

　

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
支
援
、
支
援
員
は
児
童

　

生
徒
への
学
習
支
援
を
担
う
。
学
校
事
務
軽
減
を

　

図
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
各
学
校
の
状
況
を
確
認

　

し
た
上
、
必
要
に
応
じ
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

      

③
遠
隔
授
業
等
の
場
合
、
各
家
庭
の
ネ
ッ
ト

      

通
信
環
境
及
び
端
末
の
整
備
が
欠
か
せ
ず
、

端
末
の
貸
与
及
び
通
信
整
備
の
費
用
へ
の
助
成
が

必
要
と
考
え
る
が
、
各
家
庭
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

③
課
題
の一つ
が
各
家
庭
の
通
信
環
境
。
現
在
、
保

　

護
者
を
対
象
に
情
報
通
信
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
各
家
庭
の
状
況

　

を
正
し
く
把
握
し
た
上
で
、
端
末
機
器
の
貸
与
や

教育長

　
　

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

　
　

 
 

長
期
間
の
休
校
に
よ
る
弊
害
が
生
じ
た
。

非
常
時
に
お
い
て
、
一
日
で
も
早
い
学
び
の
提

供
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
確
保
は
大
切
で
あ

り
、
遠
隔
授
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
は
選

択
肢
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
文
科

省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
２
０
１
８
年
調
査
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
利
用
が
、

各
国
の
中
で
日
本
が
最
下
位
だ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
制
度
の
普
及
を
急
加
速
さ
せ
た
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
町
の
取
組
を
伺
う
。

①
政
府
は
、
感
染
症
対
策
・
家
庭
学
習
の
支
援
等

　

の
目
的
で
、
全
国
の
小
中
高
の
１
校
に
つ
き
最

　

低
１
０
０
万
円
支
給
す
る
補
正
予
算
を
組
ん
だ

　

が
本
町
の
請
求
額
と
内
容
は
。

      

④
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
整
備

      

に
つ
い
て
、
本
町
の
見
通
し
は
。

木村　聖子　議員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
取
り
組
み

問

教
育
長

答問

      

②
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
宿
題
の
在
り
方
や
習

 
 
 
 
 

熟
度
合
い
に
応
じ
児
童
生
徒
個
々
へ
の
対

応
が
可
能
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、

　

支
援
員
等
の
配
置
の
考
え
は
。

教
育
長

答問

教
育
長

答

教
育
長

答問
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①
本
町
に
本
社
の
あ
る
法
人
数
は
、
平
成
29
年
度
は

　

４
５
５
法
人
、
平
成
30
年
度
は
４
７
９
法
人
と
増

　

加
傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
山
田
地
区
を
中
心
と

　

し
た
不
動
産
、
賃
貸
、
あ
る
い
は
管
理
業
な
ど

　

リ
ゾ
ー
ト
と
関
連
し
た
業
種
が
増
え
て
い
る
。

②
本
町
の
企
業
・
観
光
大
使
は
、
企
業
誘
致
の
促
進

　

と
観
光
振
興
の
推
進
を
図
る
目
的
と
し
て
、
道
内

　

外
で
18
名
の
方
に
就
任
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

　

ぞ
れ
の
居
住
地
、
勤
務
先
な
ど
に
お
い
て
、
企
業

　

の
立
地
動
向
に
関
す
る
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
、

　

本
町
に
情
報
提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
本
町
に
お
け
る
将
来
性
は
、
各
企
業
に
と
って
恐

　

ら
く
事
業
の
持
続
、
継
続
性
、
成
長
可
能
性
を

　

踏
ま
え
て
進
出
先
を
検
討
す
る
際
の
重
要
な
材

　

料
と
考
え
る
。

　
　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン

　

ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い

　
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
が
実
践
さ
れ
、
働
き
方
への
対
応

町長
本町の強みを活かした企業誘致は

情報収集し進めていく

　
　
　

経
済
圏
の
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
テ
レ
ワ
ー
ク

　
　
　

等
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
化
す

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
町
の
強
み
を
活
か

し
た
企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
町
に
本
社
が
あ
る
企
業
数
の
近
年
の
推
移
は
。

②
本
町
の
企
業
・
観
光
大
使
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
。

③
本
町
は
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
を
有
し
て
お
り
、
都

　

市
に
近
い
、
ま
た
、
国
・
道
等
の
行
政
機
関
が

　

あ
る
。

　
　

ま
た
、
災
害
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
と
言
わ

　

れ
て
お
り
、
今
後
高
速
交
通
網
の
整
備
が
さ
れ

　

る
な
ど
、
強
み
を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の

　

変
化
に
よ
り
本
社
機
能
の
誘
致
が
考
え
ら
え
る

　

が
見
解
を
伺
う
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

　
　
　

①
企
業
・
観
光
大
使
の
皆
さ
ん
は
、
本
町
を

　
　
　

故
郷
と
愛
す
る
方
々
で
あ
る
。
そ
う
い
う
方

の
情
熱
と
い
う
も
の
を
大
事
に
さ
れ
、
本
町
か
ら

積
極
的
に
情
報
を
収
集
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

②
旧
東
陵
中
学
校
を
若
い
人
た
ち
が
新
し
く
起
業

　

し
て
い
く
ス
ペ
ー
ス
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
新

　

し
い
産
業
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

　

見
解
を
伺
う
。

③
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
、
駅
前
周
辺
開
発

　

を
民
間
の
開
発
事
業
者
を
募
り
、
民
間
開
発

　

事
業
者
に
よ
っ
て
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
も
考

　

え
ら
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

の
変
化
が
日
々
急
速
に
試
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し

　

た
中
で
、
本
社
機
能
の
誘
致
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

地
元
の
企
業
を
は
じ
め
、
企
業
・
観
光
大
使
の

　

皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
情
報
収
集
を
こ
れ

　

ま
で
以
上
に
進
め
て
い
く
。

町
長

①
町
の
企
業
誘
致
の
考
え
方
を
明
確
に
し
、
企
業
・

　

観
光
大
使
の
方
々
と
情
報
交
換
を
し
て
い
く
。

②
町
内
に
あ
る
町
有
地
の
活
用
と
し
て
も
、
進
出

　

可
能
な
企
業
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
ら

　

れ
る
。
小
規
模
の
事
業
所
が
構
え
ら
れ
る
土
地

　

利
用
も
含
め
て
考
え
る
が
、
旧
東
陵
中
学
校
は

　

現
段
階
で
検
討
経
過
に
は
な
い
。

③
駅
周
辺
の
今
後
の
こ
と
も
含
め
て
、
企
業
誘
致
と

　
いっ
た
視
点
は
、
検
討
を
す
る
べ
き
大
変
重
要
だ

　

と
受
け
止
め
、
今
後
の
進
め
方
の
参
考
に
積
極
的

　

に
加
え
る
。

古谷　眞司　議員

町
長

問

問答

答

有効的な活用が求められる（旧みなみ保育所跡地）

今後の企業誘致の仕方が問われる
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町長
町独自で今後考えられる施策は

支援内容や財源の手当てを含めて検討していく

門田　淳　議員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
雇
用

　
　
　

の
維
持
と
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
伺
う
。

①
長
期
戦
が
視
野
に
入
る
中
で
、
雇
用
の
維
持
と

　

事
業
の
継
続
の
た
め
「
く
っ
ち
ゃ
ん
支
援
金
」

　

と
し
て
、
町
独
自
で
今
後
考
え
ら
れ
る
施
策
は
。

②
倶
知
安
町
議
会
と
し
て
も
対
策
会
議
が
設
置
さ

　

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
や
北
海
道
に
対
し
て
町

　

と
町
議
会
が
連
携
し
て
、
直
接
、
財
政
支
援
の

　

要
望
を
行
う
べ
き
で
は
。

③
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
町
内
飲
食
店
事
業
者

　

へ
応
援
し
て
も
ら
え
る
寄
附
金
の
窓
口
を
創
設

　

し
、
飲
食
店
事
業
者
へ
の
経
済
対
策
支
援
を
実

　

施
す
る
考
え
は
。

④
中
心
街
の
活
性
化
事
業
を
目
的
に
、
自
治
体
が

　

行
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
形
式
を
利

　

用
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
設
置
す
る
こ

　

と
は
で
き
な
い
か
。

⑤
町
内
会
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に
当
た

　

り
、
国
や
北
海
道
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
別
に
、

　

町
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
は
ど

　

う
か
。

問

町
長

答
①
事
業
者
への
影
響
は
ま
だ
し
ば
ら
く
続
く
も
の
と

　

思
う
の
で
、
今
後
、
次
な
る
支
援
策
に
つい
て
支

　

援
内
容
や
財
源
の
手
当
て
を
含
め
て
検
討
し
て

　
い
く
。

②
連
携
し
て
行
う
も
の
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て

　

お
り
、
実
施
時
期
に
つい
て
は
収
束
の
状
況
な
ど

　

を
注
視
し
つつ
決
め
て
い
き
た
い
。

③
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
拡
大
防
止
、
そ
し
て
経
済
対
策
に
活
用
す
る

　

た
め
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
本
町
への
応
援
と
し
て

　

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
願
い
す
る
べ
く
周
知
し
て

　
い
る
。

　
　

町
に
対
し
て
寄
附
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ふ
る

　

さ
と
納
税
制
度
に
よ
ら
ず
一般
寄
附
と
し
て
寄
附

　

す
る
こ
と
も
可
能
で
、
寄
附
者
の
方
の
意
向
に
沿

　

う
形
で
各
種
施
策
に
充
当
し
て
い
き
た
い
。

④
中
心
街
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
具
体
的
な

　

プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
必
要
に
な
って
く
る
も
の
と
考
え
、

　

通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
比
較
し
て
よ
り
効
果
的

　

で
あ
れ
ば
、
今
後
の
導
入
に
つい
て
も
十
分
に
検
討

　

し
て
い
き
た
い
。

⑤
別
途
独
自
の
基
準
と
い
う
も
の
を
新
た
に
設
け
る

　
の
で
は
な
く
、
国
や
北
海
道
が
定
め
る
基
準
を
基

　

本
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
は
新
し
い
生
活
様
式

　

に
慣
れ
て
い
た
だ
く
方
が
わ
か
り
や
す
く
、
速
や

　

か
に
、
か
つ
正
確
に
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
と
考

　

え
て
い
る
。

町ホームページ内で掲載されいている独自の助成金・支援金制度の一例
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町長
他自治体のように、リゾート開発事業者に負担金の制度化を

開発行為者の相応負担、

田中　義人　議員

加入金改正と併せて進めていきたい
　
　

 

新
旧
需
要
者
の
負
担
の
公
平
性
と
い
う
観
点

　
　

 

か
ら
他
の
自
治
体
の
よ
う
に
開
発
事
業
者

へ
負
担
金
を
求
め
る
べ
き
。

問

町
長

答
　

主
因
と
な
る
開
発
行
為
者
か
ら
相
応
の
負
担
を

頂
く
こ
と
は
有
効
。
水
道
経
営
戦
略
で
負
担
金
、

加
入
金
の
改
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 問
　
　

 

町
道
の
整
備
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

　
　

 

同
様
の
考
え
方
は
出
来
な
い
か
。

町
長

答
　

公
道
整
備
へ
の
負
担
金
は
性
質
上
難
し
い
が
、

生
活
基
盤
整
備
に
限
定
し
た
中
で
、
条
例
・
要
綱

に
よ
って
可
能
な
の
か
と
考
え
る
。

　
　

 

ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
の
再
開
発
に
つ
い
て
は

　
　

 

ど
う
か
。

町
長

答
　

国
定
公
園
内
で
そ
れ
が
可
能
な
の
か
も
含
め
、

開
発
事
業
者
と
話
し
検
討
し
た
い
。

問
　
　

 

策
定
中
の
新
駅
周
辺
整
備
計
画
の
予
想
交

 
 
 
 
 

通
量
・
乗
入
れ
量
は
。

町
長

答
　

高
速
道
路
開
通
を
見
据
え
た
予
想
交
通
量
は
、

倶
知
安
共
和
間
で
６
６
０
０
台
／
日
。
国
道
５
号
は

４
５
０
０
台
／
日
減
少
し
、
１
０
０
０
台
／
日
と
な

り
、
周
辺
道
路
に
お
い
て
計
算
上
渋
滞
は
な
い
見

込
み
。

　

新
駅
完
成
後
の
乗
入
れ
量
は
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
乗
降
場
各
２
台
分
、
自
家
用
乗
用
車
の
乗
降
場

が
１
台
分
、
福
祉
の
た
め
の
乗
降
場
が
１
台
分
と

算
出
し
、
計
画
交
通
量
は
１
日
87
台
と
予
測
し
て

い
る
。

問
　
　

 

用
途
地
域
の
見
直
し
で
、
駅
舎
予
定
地
を

　
　

 

緩
和
、
一
部
５
号
線
沿
の
民
地
は
強
化
だ
が
。

町
長

答
　

駅
隣
接
ゾ
ー
ン
は
高
い
土
地
利
用
、
５
号
線
か
ら

東
側
の一
部
は
低
く
し
、
駅
前
に
賑
わ
い
を
創
出
し

た
い
。

問
　
　

 
駅
前
通
り
か
ら
駅
裏
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
は

　
　

 

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

答
　

構
想
時
は
図
に
あ
っ
た
が
、
現
計
画
で
は
厳
し

く
な
って
い
る
。

問
　
　

 

在
来
線
の
存
廃
、
倶
知
安
の
立
場
を
早
期
に

　
　

 

表
明
す
べ
き
。
存
続
時
の
財
政
負
担
額
は
。

町
長

答
在
来
線
を
存
続
す
る
場
合
、
毎
年
度
約
24
億
円
の

赤
字
。
そ
の
他
、
鉄
道
資
産
の
取
得
、
施
設
整
備
な

ど
投
資
が
必
要
。
沿
線
自
治
体
で
の
負
担
の
在
り

方
も
決
ま
って
お
ら
ず
、
昨
年
12
月
の
考
え
方
か
ら

進
捗
は
し
て
い
な
い
。

問
　
　

 

新
幹
線
駅
名
に
は
「
ニ
セ
コ
」
を
含
め
る

　
　

 

べ
き
と
考
え
る
。

町
長

答
　

駅
名
は
Ｊ
Ｒ
が
決
定
す
る
が
、
地
域
の
協
議
は

考
慮
さ
れ
る
。
北
陸
新
幹
線
の
（
仮
称
）
南
越
駅

が
あ
る
越
前
市
で
は
駅
名
の
選
定
委
員
会
を
組
織

し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

名
称
の
検
討
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
体
制
づ
く
り

を
整
え
て
い
く
。

問
　
　

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
支
援
に
つ
い
て
。

町
長

答
　

倶
知
安
観
光
協
会
と
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
が
あ
り
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
会
員
４
０
０
の
う

ち
８
割
が
倶
知
安
町
内
事
業
者
。

　

組
織
維
持
の
た
め
、
基
盤
部
分
の
財
政
支
援
が

必
要
で
、
下
支
え
が
急
務
と
認
識
し
て
い
る
。
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①
防
災
マッ
プ
の
作
成
に
あ
た
り
、
他
の
市
町
村
や

　

庁
内
等
で
意
見
を
聞
き
、
反
映
し
て
完
成
さ
れ

　

た
と
こ
ろ
。

　
　

し
か
し
、
全
体
の
地
図
的
な
も
の
は
、
紙
面
上

　

の
体
裁
か
ら
、
版
を
大
き
く
し
た
と
は
い
い
な
が

　

ら
も
、一見
わ
か
り
づ
ら
い
所
も
否
め
な
い
箇
所

　

も
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
改
善
を
要
す
る
も
の

　

と
思
って
い
る
。

危機管理の確立について
危機管理組織体制について、

　

広
報
車
で
住
民
の
町
外
への
避
難
訓
練
な
ど
に
毎

　

年
参
加
し
て
い
る
。

　
　

今
年
度
か
ら
防
災
計
画
や
マ
ニュア
ル
等
の
理
解

　

促
進
を
図
る
た
め
、
勉
強
会
を
行
い
、
各
種
機
能

　

訓
練
を
班
毎
の
訓
練
か
ら
全
体
的
な
訓
練
へ
と
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑤
危
機
管
理
室
は
、
平
時
に
お
い
て
は
町
の
行
政
組

　

織
規
則
で
定
め
ら
れ
た
事
務
分
掌
に
従
い
、
災
害

　

対
策
や
国
民
保
護
に
関
す
る
こ
と
、
危
機
管
理
全

　

般
に
関
す
る
所
掌
事
務
を
担
って
い
る
。

　
　

災
害
時
の
有
事
の
際
に
は
、
計
画
に
し
っ
か
り

　

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
管
理
室
長
が
災
害
対

　

策
本
部
事
務
局
長
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
対
策
対

　

応
の
要
と
な
って
行
動
し
、
状
況
の
変
化
に
基
づ
き

　

本
部
長
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
意
見
を
述
べ
て

　

円
滑
な
災
害
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
って
い
る
。

　
　

町
民
に
対
し
て
の
周
知
に
つい
て
は
、
い
ろ
い
ろ

　

な
場
面
、
町
内
会
の
集
ま
り
等
、
機
会
を
捉
え

　

な
が
ら
周
知
を
図
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

③
避
難
所
等
開
設
運
営
に
至
る
フ
ロ
ー
や

　
　
　

町
職
員
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
整
備

さ
れ
、
ま
た
、
円
滑
な
行
動
が
可
能
な
の
か
。

③
町
は
、
運
営
マ
ニュア
ル
や
フ
ロ
ー
等
を
令
和
元
年

　

度
内
に
策
定
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
途
中
ま
で
進

　

め
た
と
こ
ろ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への

　

各
対
応
に
優
先
的
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、

　

計
画
完
成
ま
で
に
至
って
い
な
い
現
状
。

　
　

個
々
の
職
員
等
が
自
分
の
役
割
分
担
を
認
識
し

　

た
う
え
で
円
滑
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
フ
ロ
ー

　

や
マ
ニュア
ル
の
完
成
を
早
急
に
作
成
し
、
周
知
を

　

図
って
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

　
　
　

危
機
管
理
の
確
立
に
つ
い
て
何
度
と
な
く

　
　
　

質
問
し
て
き
た
が
、
未
だ
十
分
な
回
答
が

な
く
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
改
善
し
て
周
知
す

る
こ
と
が
延
び
延
び
と
な
り
な
さ
れ
ず
、
今
年

の
４
月
に
ど
う
に
か
防
災
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ

た
も
の
の
、
現
実
と
異
な
る
状
況
に
驚
い
て
お

り
、
以
下
に
つ
い
て
順
次
伺
う
。

①
町
長
は
、
今
年
度
配
ら
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
は
町

　

民
に
対
し
て
簡
明
な
周
知
マ
ッ
プ
だ
と
思
っ
て

　

い
る
か
。

　
　
　

⑤
危
機
管
理
行
動
に
対
し
て
、
危
機
管
理
監

　
　
　

の
計
画
に
沿
っ
た
行
動
が
で
き
る
体
制
に

組
織
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
組
織
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

今後も能力向上に取り組んでいく町長

町
長

　
　
　

②
各
種
避
難
場
所
、
避
難
所
の
区
別
と
現
地

　
　
　

標
識
等
が
一
致
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
標
識
が
そ
れ
ぞ
れ
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
　

④
各
段
階
的
防
災
訓
練
が
今
ま
で
に
行
わ

　
　
　

れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
行
わ
れ
て

い
な
い
の
か
。

町
長

④
町
の
計
画
で一般
的
防
災
訓
練
は
、
昨
年
度
は
町

　

職
員
を
対
象
に
図
上
訓
練
を
行
っ
た
。

　
　

北
海
道
の
計
画
の
原
子
力
防
災
訓
練
で
は
、
対

　

策
本
部
の
活
動
、
町
内
各
地
域
の
放
射
線
量
測
定

　

を
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
や

町
長

森下　義照　議員

問答問

町
長

答②
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
、
指
定
避
難
所
が
マッ
プ

　

に
は
記
載
さ
れ
、一部
未
整
備
の
標
識
が
あ
る
が
、

　

早
期
に
整
備
を
完
了
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

問答
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水
道
課
所
管
の
民
間
の
土
地
所
有
者
と
の
契
約

状
況
に
つ
い
て
、
水
道
事
業
分
と
し
て
は
、
議
員
の

ご
指
摘
の
あ
る
移
設
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
を

含
め
、
賃
貸
借
ま
た
は
使
用
賃
貸
契
約
を
締
結
し

て
い
る
も
の
が
７
件
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
配
水

管
等
の
配
水
施
設
敷
地
と
し
て
借
上
げ
て
い
る
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
分
と
し
て
、
賃
貸
借
ま
た

は
使
用
賃
貸
契
約
を
締
結
し
て
い
る
も
の
が
15
件

で
、
こ
の
ほ
か
土
地
所
有
者
の
要
望
に
よ
り
承
諾

書
を
提
出
い
た
だ
き
、
下
水
道
施
設
の
設
置
が
74

件
あ
る
。
承
諾
書
に
よ
る
も
の
を
除
い
た
こ
れ
ら
の

民
地
借
上
げ
の
契
約
は
、
契
約
当
時
、
地
理
的
な

要
件
や
土
地
所
有
者
と
の
交
渉
に
よ
り
、
や
む
な

く
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

施
設
を
安
定
的
に
運
用
し
て
い
く
た
め
に
も
、
契

約
更
新
の
際
に
は
、
契
約
条
件
や
所
有
者
の
意
向
を

民地の借上げによる賃貸借契約、今一度確認すべき
事業の支障にならないよう、検討を進める

　

総
合
計
画
の
目
指
す
町
の
姿
で
も
あ
る
「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
は
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重
ね
と
い
う

も
の
は
大
変
重
要
だ
と
思
って
い
る
。

確
認
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
契
約
条
項
の
見
直
し
を

協
議
し
、
将
来
的
に
は
土
地
の
取
得
や
、
可
能
で

あ
れ
ば
老
朽
化
に
よ
る
施
設
更
新
時
に
合
わ
せ
て

設
置
場
所
を
民
地
以
外
に
移
設
す
る
な
ど
、
事
業

の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

民
地
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
上
水
道
管
の
移

　
　
　

設
工
事
が
樺
山
地
区
で
既
に
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
平
成
３
年
当
時
の
諸
事
情
か
ら
民
地

を
借
上
げ
、
上
水
道
管
の
埋
設
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

今
般
の
所
有
権
移
転
に
伴
い
、
新
た
な
所
有
者

か
ら
移
設
を
要
求
さ
れ
、
工
事
実
施
と
な
っ
て
い

る
。
民
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
所
有
権
が
移
転

す
る
こ
と
か
ら
、
本
町
が
他
に
民
地
借
上
げ
で
賃

貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
る
案
件
が
あ
れ
ば
、
事

業
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
住
民
へ
の
負
担
が
な
き
よ
う
、
今
一
度
私
は

確
認
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町長

町
長

　
　
　

本
町
で
暮
ら
す
外
国
の
方
々
の
た
め
に
、

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
案
内
、
冊
子
に
は
英
語
な

ど
を
併
記
し
て
い
る
が
、
日
本
人
に
向
け
た
英

語
の
併
記
も
今
後
は
必
要
に
応
じ
て
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重
ね
が
、

こ
の
町
の
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

町
長

佐藤　英俊　議員

問答

問

答

民
地
借
上
げ
の
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て

冊
子
等
へ
の
英
語
併
記
に
つ
い
て
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ＩＣＴ（情報通信技術）環境の整備で学校現場はどう変わるか
ＧＩＧＡスクール構想、今年度中の整備を目指して取り組む

　
　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
完
全
実

　

施
さ
れ
て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ

　
ン
グ
教
育
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

　

や
動
画
配
信
な
ど
を
活
用
し
た
学
習
方
法
が
推
奨

　

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
本
構
想
を
事
業
化
す
る
意

　

味
の
裏
付
け
の一つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
つい
て
は
、
既
に
予

　

算
化
さ
れ
、準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

端
末
整
備
に
つい
て
も
、
機
器
の
選
定
な
ど
を
検

　

討
し
た
上
で
、
今
後
補
正
予
算
を
計
上
し
、
今

　

年
度
中
の
整
備
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
．「
安
心
メ
ー
ル
」
は
、
緊
急
事
態
で
の
基
本
的

　

利
用
と
い
う
事
で
、
最
初
ス
タ
ー
ト
し
た
。
様
々

　

な
も
の
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

現
在
、
学
校
で
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
る
と

　

お
さ
え
て
い
る
が
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
家
庭

　
への
配
慮
に
つい
て
は
十
分
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
。

３
．「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
つい
て
、
昨

　

年
度
、
各
小
中
学
校
に
導
入
し
、
２
月
に
は
各

　

校
で
研
修
を
行
う
な
ど
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
、
本
年
４
月
よ
り

　

開
始
し
て
い
る
。

　
　

各
校
の
運
用
状
況
と
し
て
は
、
学
籍
や
出
欠
の

　

管
理
、
指
導
要
録
な
ど
児
童
生
徒
に
関
す
る
情

　

報
管
理
の
ほ
か
、ス
ケ
ジ
ュー
ル
表
や
掲
示
板
な
ど
、

   

教
職
員
同
士
の
情
報
伝
達
、
い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー

　

プ
ウ
ェア
機
能
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

事
務
の
軽
減
の
効
果
と
い
う
点
で
は
、
本
格
運
用

　

か
ら
さ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
た
め
、
検
証

　

ま
で
に
は
至
って
い
な
い
が
、一定
程
度
有
効
に
機

　

能
し
、
活
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も
か
な
り
有
力
な

　
ツ
ー
ル
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

教育長

　
　
　

１
．
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
は
、
義

 
 
 
 
 

務
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
た
め
に
、

１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
本
年
４
月
７
日
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
前
倒
し
で
進
め
、
今
年
度

末
に
実
現
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。
以
下
、
伺
う
。

①
本
町
に
お
け
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

　

の
具
体
と
事
業
化
の
意
義
に
つ
い
て
。

②
今
後
の
事
業
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
措
置

  

に
つ
い
て
。

２
．「
安
心
メ
ー
ル
」（
学
校
と
家
庭
の
端
末
に

　

よ
る
連
絡
手
段
）
に
つ
い
て
。

３
．
「
公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
平
成
31

 
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
で
「
校
務
支
援
シ
ス

 

テ
ム
を
導
入
し
、
学
校
や
児
童
生
徒
に
関
す
る

 

様
々
な
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
学

 

校
全
体
で
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
教

 

職
員
の
事
務
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
と
と
も

 

に
、
子
ど
も
の
育
ち
を
教
育
全
体
で
見
守
る
き

 

め
細
や
か
な
指
導
の
充
実
等
を
図
っ
て
ま
い
り

 

ま
す
。
」
と
あ
る
。

　

 

学
校
現
場
に
お
け
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

 

導
入
状
況
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
。

　

※ 

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５・０
社
会

　

サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
（
現
実
空
間
）
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決

を
両
立
す
る
、
人
間
中
心
の
社
会
の
こ
と
。

小川　不朽　議員

問

教
育
長

答
１
．
①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
意
義
は
、
今
後
、

　
　
　

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５・０
社
会
（
※
）
を
迎
え
る

　
　
　

に
あ
た
って
、
子
ど
も
た
ち一人
ひ
と
り
が
そ

　
　
　

う
し
た
社
会
で
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
が

　
　
　

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
重
要
な
施
策
の

　
　
　
一つ
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
が
あ
る

　
　
　

と
考
え
て
い
る
。
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『町内ブロードバンド』国の補助を活用し環境整備を
「整備率１００％」を目指していきたい

笠原　啓仁　議員

答

町長

　
　
　

総
務
省
は
地
域
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
光
フ
ァ

　
　
　

イ
バ
ー
網
）
整
備
に
関
し
、
民
間
事
業
者

に
よ
る
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
『
条
件
不
利
地

域
』
の
解
消
に
向
け
、
地
方
公
共
団
体
に
整
備

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
が
続
く
中
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
生
活
様
式
が
増
え
た
。
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
教
育
や
医
療
な
ど
の

実
施
も
予
想
さ
れ
る
。
本
町
と
し
て
早
急
に
町

内
の
未
整
備
地
区
の
実
態
調
査
を
行
い
、
国
の

補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

１
０
０
％
整
備
」
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

問問

町
長

答
　

本
町
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
率
は
全
国
的
に

見
て
も
高
い
水
準
に
あ
る
が
、
未
整
備
地
区
が
存

在
し
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
認
識
し
て
い

る
。
ま
ず
は
未
整
備
地
区
が
ど
こ
に
存
在
す
る
の

か
を
知
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在
、
光
回
線
提

供
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
情
報
提
供
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

情
報
の
提
供
を
受
け
た
際
に
は
、
整
備
に
係
る

費
用
、
整
備
主
体
、
整
備
後
の
運
用
保
守
に
つ
い

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
し
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
を

見
据
え
な
が
ら
、
整
備
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

『
子
育
て
制
度
』

「
次
善
策
」
は
進
ん
で
い
る
の
か

　
　
　

前
回
の
定
例
議
会
で
私
は
土
曜
保
育
未
実
施

　
　
　

問
題
に
つ
い
て
「
新
年
度
の
１
年
間
を
次
善

策
実
施
に
向
け
た
準
備
期
間
と
位
置
づ
け
、
具
体

的
作
業
に
入
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
」
と
質
問

し
た
。
現
在
、
そ
の
「
次
善
策
」
実
施
に
向
け
た

作
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長

答
　

２
つ
の
園
が
土
曜
保
育
を
完
全
実
施
す
る
ま
で

の
暫
定
措
置
と
し
て
、月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
は
「
め

ぐ
み
」
と
「
藤
」
幼
稚
園
に
登
園
し
、
土
曜
日
は

ぬ
く
ぬ
く
で
受
け
入
れ
る
と
い
う
「
次
善
策
」
を

前
回
の
議
会
で
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

　

そ
の
提
案
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら

２
園
と
の
具
体
的
な
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
。
し
か

し
、
本
町
と
し
て
は
、
議
員
提
案
の
方
策
を
軸
に

検
討
を
加
え
、
２
園
に
対
し
こ
れ
ら
の
方
策
を
提

案
す
る
予
定
だ
。
来
年
度
の
募
集
時
期
ま
で
に「
次

善
策
」
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

『
議
会
か
ら
の
政
策
提
案
』

町
長
は
ど
う
受
け
止
め
、
活
か
す
の
か

問
　
　
　

町
民
か
ら
議
会
に
出
さ
れ
る
請
願
や
陳
情

　
　
　

は
行
政
に
対
す
る
「
お
願
い
」
で
は
な
く

「
政
策
提
案
」
と
私
は
位
置
付
け
て
い
る
。

　

そ
の
「
政
策
提
案
」
に
対
し
て
、
議
会
は
採

択
か
不
採
択
と
い
う
対
応
を
取
る
。

　

結
果
が
採
択
と
な
れ
ば
、
そ
の
「
提
案
」
は
議
会
の

意
思
と
も
な
り
、
町
民
と
議
会
の
協
働
に
よ
る
関

係
機
関
（
町
）
へ
の
「
政
策
提
案
」
と
な
る
。

　

こ
の
町
民
と
議
会
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
政

策
形
成
は
、
今
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
議
会
の

役
割
の
一
つ
だ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
形
で
の
「
政
策

提
案
」
は
町
側
に
と
っ
て
も
政
策
の
立
案
・
形
成
に

お
い
て
不
可
欠
な
要
素
で
も
あ
る
。

　

町
長
は
こ
う
し
た
「
政
策
提
案
」
を
ど
う
受
け

止
め
、
自
ら
の
町
政
運
営
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

町
長

答
　

請
願
・
陳
情
と
も
に
、
単
に
町
政
に
対
し
て
の

意
見
や
要
望
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
か
ら
の
事
務

事
業
への
課
題
の
指
摘
、
改
善
要
望
で
あ
る
こ
と
も

多
い
。
各
所
管
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
議

会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
そ
の

議
決
を
尊
重
し
、
総
体
的
な
判
断
を
し
、
町
と
し

て
誠
実
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
、
請
願
・
陳
情
は
町
民
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
一つ
の
手
段
で

あ
る
た
め
、
政
策
の
立
案
を
は
じ
め
町
政
運
営
に

も
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
改
正
交
通
再
生
法
』

法
を
活
か
し
た
本
町
の
取
組
み
は

　
　
　

本
町
の
事
業
を
促
進
す
る
上
で
、
今
回
の

　
　
　

改
正
法
の
有
効
活
用
は
で
き
な
い
か
。

問

町
長

答
　

本
町
の
公
共
交
通
の
現
状
を
今
回
の
改
正
法
に

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
法
の
趣
旨
と
合
致
す
る
点

も
多
い
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
取
り
進
め
て
い
く
。

　

今
年
度
、
総
合
政
策
課
の
中
に
新
た
に
「
交
通

政
策
係
」
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
の
大
き
な
理
由
の一つ
だ
。

　

計
画
策
定
に
向
け
て
詳
細
が
見
え
な
い
と
こ
ろ

が
多
い
の
で
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を
行
って
い
く
。

18



①
妊
娠
中
の
方
へ々の
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
際
に
兼
ね

　

て
訪
問
に
よ
る
相
談
の
実
施
。
ご
不
在
の
場
合
な

　

ど
は
、
相
談
先
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
資
料
を
同
封

　

の
上
、
送
付
し
て
周
知
を
図
る
。

　
　

産
後
に
つい
て
は
、
全
対
象
に
実
施
し
て
い
る
赤

　

ち
ゃ
ん
訪
問
の
機
会
を
利
用
し
た
産
後
う
つ
の
問

　

診
と
保
健
指
導
の
実
施
。
入
院
中
に
把
握
さ
れ

　

た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
の
医
療
機
関
と
の
連
携
。

②
町
が
実
施
し
て
い
る
４
カ
月
、
10
カ
月
児
健
診
、

　

１
歳
６
カ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
に
つい
て
は

　

個
別
で
呼
び
出
し
健
診
を
実
施
。
離
乳
食
個
別

　

指
導
を
兼
ね
て
、育
児
の
相
談
室
を
時
間
延
長
。

　

予
防
接
種
は
健
診
等
で
指
導
。

④
さ
ま
ざ
ま
な
自
粛
要
請
の
中
で
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス

　

を
受
け
て
い
る
方
が
増
加
し
て
い
る
。
電
話
相
談

　

や
来
館
さ
れ
た
方
への
対
応
や
広
報
で
の
啓
発
等

　

を
行
って
い
る
が
、今
後
も
相
談
窓
口
を
周
知
し
、

　

対
応
し
て
い
き
た
い
。

ウイズコロナ～新たな生活への対応について
長期化が予想される対応について、

　

数
が
１
日
１
０
０
冊
程
度
な
の
で
、
職
員
で
対
応

　

し
て
お
り
、
新
た
な
機
器
等
の
導
入
は
考
え
て
い

　

な
い
が
今
後
検
討
す
る
。

　

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
導
入
は
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
。
頑
張
っ
て
し
ま
う
高
齢
者
の

方
に
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
っ
て

頂
き
、
地
域
全
体
で
見
守
れ
る
体
制
を
作
り
た
い
。

⑤
高
齢
者
の
健
康
相
談
等
は
延
期
し
て
い
る
が
、
在

　

宅
の
方
への
支
援
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
更
新
で
の
書
類
送
付
時
に

　

自
宅
で
出
来
る
体
操
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
同
封
し

　

て
い
る
。

　
　

今
後
、
啓
発
の
内
容
や
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら

　
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
つ
な
が
る
よ
う
に
模
索
し

　

て
い
く
。

⑥
高
齢
者
の
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
申
請
時
に
ア
ン
ケ
ー

　

ト
を
行
い
、
包
括
カ
ー
ド
を
手
渡
し
て
、
高
齢
者

　

の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
の
説
明
、
利
用
周
知
を
図
って
い
る
。

　
　

今
後
も
町
の
相
談
窓
口
の
周
知
を
行
う
と
と
も

　

に
、
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
、
健
診

　
　
　

な
ど
の
情
報
の
通
知
な
ど
「
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
」
の
配
信
で
、
忙
し
い
親
御
さ
ん
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
。
介
護
や
支
援
を

受
け
て
い
な
い
高
齢
者
の
健
康
上
の
問
題
や
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。
図
書
室
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
身

近
な
と
こ
ろ
で
本
を
借
り
ら
れ
る
街
な
か
図
書

室
の
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

さまざまな視点から模索していく町長

町
長

③
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、全
教
職
員
が
協
働
し
て
、

　

今
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
く
、
直
接
的
に
児
童
生

　

徒
を
見
守
り
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
小
さ
な
サ

　

イ
ン
も
見
逃
さ
な
い
対
応
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
や
、
子
ど
も
た
ち

　

が
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
表
現
し
や
す
い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

の
実
施
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
　

保
護
者
の
方
々
に
も
寄
り
添
い
、
連
携
し
た

　

対
応
を
進
め
る
。

⑦
休
館
中
に
、
約
２
万
１
０
０
０
冊
あ
る
図
書
室
、

　

絵
本
館
の
蔵
書
の
全
て
を
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
た
。

　
　

両
施
設
と
も
に
平
成
23
年
度
か
ら
蔵
書
の
検

　

索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
蔵
書
の
予
約
や
目
的
の

　

図
書
の
貸
し
出
し
状
況
、
配
架
場
所
の
情
報
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

　
　

図
書
の
消
毒
は
図
書
室
、
絵
本
館
と
も
に
返
却

町
長

坂井　美穂　議員

問答

問答

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
、

　
　

  

新
生
活
様
式
が
進
む
中
で
以
下
を
伺
う
。

①
妊
産
婦
へ
の
産
前
・
産
後
の
う
つ
を
含
め
た
対

　

応
。

②
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
の
健
診
な
ど
の
対
応
。

③
不
規
則
な
学
校
生
活
で
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト

　

レ
ス
へ
の
対
応
。

④
自
粛
等
で
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
方
た

　

ち
へ
の
気
づ
き
や
対
応
。

⑤
高
齢
者
の
体
力
低
下
の
問
題
へ
の
対
応
。

⑥
支
援
を
必
要
と
す
る
が
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
人

　

た
ち
へ
の
対
応
。

⑦
図
書
室
、
絵
本
館
の
衛
生
上
の
対
応
。

教
育
長

答

教
育
長

答
　

街
な
か
図
書
室
は
人
的
な
問
題
が
あ
り
、
理
想

で
は
あ
る
が
難
し
い
。
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■ スクールバスの2台体制

　6月12日に教育委員会より説明を受けました。
　6月1日からの町内小中学校の再開にあたり、コロ
ナ感染症対策としてスクールバスの過密乗車を避け
る観点から、6系統（ひらふ方面）と8系統（旧選果
場線）の登校便を2台運行としたものです。当面は6
月末までとしました。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

■ 郊外交通調査

　町では、郊外の公共交通（バス）の在り方につい
て調査を進めています。
　議会でも議論になる冬期間のタクシー不足や、通
勤・通学、また高齢者の通院・買い物など、公共交
通へのニーズを把握するため、2019年12月から2月
末までアンケート調査を行いました。
　現状における使用目的、年代、地域などを把握し、
今後の交通ネットワークの改善・構築の議論を行っ
ています。

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課及び福祉医療課の所管に
　関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■「新型コロナウイルス感染症対応地方創
　　生臨時交付金」

　国による上記の補正予算で執行される町の事業報
告を受けました。特別定額給付金を前倒しで支給す
ることや、独自に飲食店に対する「くっちゃん支援
金」などの交付を積極的に行うよう議論され、総額
で約1億1,000万円の補正予算が本会議で可決されま
した。
　第2次補正予算分の同交付金の約2億5,000万円に
ついて議論を進めているところです。

■ 倶知安町地域防災計画の全面改正

　町は地域防災計画の全面改正を行い、報告を受け
ました。
　委員からは町と住民（町内会や学校等）との連携
について、災害時の指揮系統の在り方、また職員に
よる訓練の実施などが指摘されました。危機管理室
が対応し、今後も委員会へ報告が出されます。

■ GIGAスクールネットワーク構想

　6月12日、7月14日、7月31日にGIGAスクールネット
ワーク構想について教育委員会より説明を受けました。

・PC（タブレット）を今年度中に児童生徒分1,191台、
　教員分70台、予備機24台の計1,285台を購入する。
・コロナの第3波に備え、オンライン授業の実施を見据
　えて、通信手段がない世帯に通信機器（モバイルルー
　ター）を貸与する。

・オンライン授業の実施を見据えて、学校で使用する機
　器（マイク・スピーカー・カメラ）を購入する。
・構想実現のため、GIGAスクールサポーターを最低1
　名以上任用する。などです。

　財源は国庫補助、地方創生臨時交付金、地財措置（自
主財源）で賄うとしています。
　8月4日の第5回臨時議会にて補正予算が可決されました。
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経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道課の
　所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光課所管事項

　地域連携ＤＭＯに会費補助支援

　観光地域づくり法人として観光庁に2018年に地域
連携ＤＭＯの認定を受けたニセコプロモーションボ
ード（ＮＰＢ）。新型コロナウイルスにより観光業
が大きくダメージを受けていることを受け、ＮＰＢ
が倶知安町に会費の助成を求める要望書を4月に提
出。当委員会では5月の委員会で説明を受けてから、
ＮＰＢがニセコ町・蘭越町・本町の3町でニセコ観光
のプロモーションについて広域連携を取っているニ
セコ観光圏のプラットフォームでもあることから、3
町の足並み支援と今年度の会費納入状況などを判断
材料としたい意見が多く挙がりました。
　観光課では、今回の支援は緊急措置で地方創生臨
時交付金を財源にすること、来年度以降は別途検討
していきたいと説明がありました。

　なお、8月臨時会にて一般会計補正予算中において
「地域連携ＤＭＯ支援補助1,335万9000円」が可決
されました。

■ まちづくり新幹線課所管事項

　第３弾となる倶知安独自の新型コロナウイルス対
応の支援策を行うと報告を受けました。

① 新型コロナウイルス関連の経済支援事業
 （第3弾）

・地元のお店応援クーポン発行事業交付金
　　町民一人当たり5,000円（共通券2,000円＋飲食
　　店専用券3,000円）※75歳以上は6,000円

・倶知安町持続化支援金 など　（詳細はＰ3）

② 旧胆振線跡地宅地造成地

　移転対象者向けの最終公募を９月末としています。
　一般公募は、10月以降になる見通しです。

　※ 7月末時点で残り12区画

■ 水道課所管事項

新ひらふ中区配水池施設

　ひらふの配水池増設計画について、現高区での増
設計画が土砂災害の危険があるため、再選定をして
いましたが、土砂災害・安定供給・コスト面などを
総合評価が高かった、現ひらふ第2駐車場・テニスコ
ート敷地に設置することとなった旨の報告を受けま
した。
　冬は駐車場、夏はテニスコートという機能を維持
するため、配水池プールは地下に埋設、建屋の一部が
敷地奥側の地上に建てられる予定です。新ひらふ中
区配水池施設から低区・中区・高区に送配水する予定。

　当委員会ではこれに伴い、町内現地視察を実施し、
現地にて状況確認をしました。（令和2年8月7日に実施）

■ 老朽化した町営プールの使用制限

　7月31日に教育委員会から、町営プール天井部老
朽化により金属片（約50センチ）の落下があり、現
場の確認後、全コース7コースのうち南側6・7コー
スの閉鎖と周辺を立入禁止とした、との報告があり
ました。
　現在、一部使用を制限（6・7コースを閉鎖、南側
を立入禁止、サークル・一般開放の利用日時）など
の安全対策を講じて再開しています。
　委員会は、このような老朽化した危険な施設への
修理・改修などの早急な対策を強く訴えかけました。

委員会開催は下記のとおり（令和２年５月から７月まで）

　５月１３日、２５日、２７日、６月９日、
　７月１３日、２１日、３０日

　本委員会は月２回を定例開催とし、必要に応じて
随時開催し調査をしています。

21



　倶知安町議会
　新型コロナウイルス感染症対策会議を設置

　本特別委員会の主な活動として、令和2年6月
11日に髙橋倶知安駐屯地司令への表敬を行いま
した。
　議長をはじめ、本特別委員会委員5名も含めて
の意見交換を行いました。

　今後も倶知安駐屯地の拡充に向けて活動を進
めていきます。

特別委員会報告

　自衛隊駐屯地特別委員会

　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では今般のコロナ禍を踏まえ、
感染防止の観点からオンラインでの委員会を開
催しました。今後の他の委員会における効果的
な運用についても検討を進めていきます。

　このほかに、今後のペーパーレス化について
も情報収集し、実際の運用について検討を進め
ていきます。

　本町の感染症対策本部の活動を支援するため、
令和2年5月22日に対策会議を設置しました。

　全議員をもって組織され、この度のコロナ禍に
おける影響を鑑み、2件の要望意見書を内閣総理
大臣をはじめ衆・参議院議長および北海道議会へ
提出しました。

新型コロナウイルス感染症による
地域医療・福祉の崩壊を防ぐため
の要望意見書

医療機関、福祉施設、介護施設等のクラスター発
生は、住民の安心、安全な生活を脅かし、地域社
会活動に甚大な影響を与えるため。

新型コロナウイルス感染症対策に
関する要望意見書

感染症の収束後の将来を見据えた計画的な対策・
支援の準備が求められるため。
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　　第40回
北海道町村議会広報コンクールで入選しました！

　

依
然
、
収
束
の
兆
し
が
み
ら
れ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
影
響
か
ら
、
本
町
最
大
の
お
祭
り
で
あ
り
ま
す
「
く
っ

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
」
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
ど
こ
か
寂
し
い
夏
と
感
じ
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

　

本
町
議
会
で
は
、
ひ
ら
ふ
地
区
へ
の
給
水
量
不
足
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
上
下
水
道
の
大
型
事
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
飲
食
店
や
宿
泊
業
者
だ
け
で
は

な
く
、
私
た
ち
の
生
活
全
般
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
私
た
ち

町
民
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
小
規
模
単
位
で
の
各
種
行
事
が
再
開
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
み
ら
れ
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
人
と
人
と
が

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
し
、
明
る
く
暮
ら
せ
る
生
活

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

議 ら

　この度「倶知安の議会第184号」が第40回北海道町村議会広報コンクールにおいて入選するこ
とができました。「内容が豊富な冊子なので、文章をもう少し端的にしたほうが良いと思う。」
と審査講評を頂きました。今後は、今まで以上に「住民目線で読みやすく・手に取ってもらえる
議会広報紙」作成のため努力をしたいと思います。
　なお、親しみやすい広報紙作成のため、掲載に関するお問い合わせやご要望がございましたら
お気軽に議会事務局までご連絡をいただければと思います。

広報特別委員会

長 室 か
こ ん に ち は

議長　盛多　勝美

入選作品に選ばれました！！
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町民の広場
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に

　
　
　
倶
知
安
を
も
っ
と
生
か
す
！

　

ニ
セ
コ
地
区
に
初
め
て
来
た
の
は
も
う
十

年
前
の
こ
と
で
す
。
最
初
は
た
だ
た
だ
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
体
験
し
た
く
て
旅
行
し
に
来

ま
し
た
。
一度
体
験
し
た
ら
、
も
う
こ
の
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
ハ
マ
っ
て
、
毎
年
ニ
セ
コ

に
来
て
も
、
滑
る
時
間
が
足
り
な
い
気
が
し

ま
し
た
。

　

三
年
前
、
も
っ
と
ニ
セ
コ
に
居
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
魅
力
を

広
東
語
と
中
国
語
を
話
す
観
光
客
に
伝
え
た

い
の
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル
立
ち
上
げ
と
同
時

に
倶
知
安
に
引
っ
越
し
て
、
そ
れ
か
ら
毎
年

は
実
家
の
香
港
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
倶
知
安
で

生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

倶
知
安
で
暮
ら
す
前
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

る
の
は
、
香
港
、
台
北
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

都
会
ば
か
り
で
し
た
が
、
倶
知
安
に
引
っ
越

し
て
か
ら
、
不
便
だ
と
全
然
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
も
、
こ
の
町
は
ち
ょ
っ
と
ず
つ

成
長
し
て
い
る
の
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
香
港
に
住
ん
で
い
る
時
、
い
つ

も
ク
ロ
ス
フ
ィ
ッ
ト
と
い
う
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
通
っ
て
、
倶
知
安
で
も
去
年

議会を傍聴してみませんか？
　
　　議会は倶知安町役場庁舎 3 階の議場にて行われています。（定例会は 3 月・６月・９月・12 月の年 4 回）
　議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。
　　なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。
      ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

　　　　　　　　連絡先　議会事務局（直通）：０１３６-56-8016
　　　　　　　　　　　　　メールアドレス：gikai@town.kutchan.lg.jp

　　　　　　
第 3 回定例会は  9 月 7 日（月）から開会の予定です。

か
ら
駅
前
通
り
に「
ニ
セ
コ
ク
ロ
ス
フ
ィ
ッ
ト
」

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
始
め

て
、
週
５
回
ぐ
ら
い
通
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
セ
コ
ク
ロ
ス
フ
ィ
ッ
ト
に
違
う
国
の
人
が

集
ま
っ
て
、
１
時
間
の
コ
ー
ス
で
、
男
女
問

わ
ず
、
仕
事
関
係
な
く
、
言
葉
が
た
ま
に
通

じ
な
く
て
も
、
一緒
に
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
で
き

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
！
特
に
最
近
は
日

本
人
も
結
構
増
え
て
き
て
、
普
段
仕
事
で
あ

ま
り
会
え
な
い
人
と
出
会
え
ま
す
し
、
い
ろ

ん
な
話
や
ア
イ
デ
ア
を
交
換
で
き
ま
す
し
、

と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
が
成
長
し
な
が
ら
、

自
分
も
も
っ
と
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

倶
知
安
に
住
み
始
め
る
時
、「
な
ぜ
こ
の

町
に
住
む
の
」っ
て
聞
か
れ
た
と
し
た
ら
、「
ス

ノ
ボ
の
た
め
」
と
考
え
ず
に
答
え
ま
し
た
が
、

三
年
後
の
今
、
同
じ
質
問
を
聞
か
れ
た
ら
、

や
は
り
「
ス
ノ
ボ
よ
り
、
こ
こ
に
い
る
人
た

ち
と
仲
良
く
な
り
た
い
」
と
い
う
答
え
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
十
年
前
の
自
分
な
ら
、

倶
知
安
に
住
ん
で
い
る
こ
と
は
不
思
議
だ
と

思
い
ま
す
。

　

十
年
後
の
自
分
も
ど
こ
に
い
る
か
は
ハ
ッ

キ
リ
言
え
な
い
け
ど
、
倶
知
安
の
人
を
も
っ

と
理
解
し
た
い
し
、
こ
の
町
と
一
緒
に
成
長

し
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
何
か
役
に
立
つ
こ

と
が
出
来
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
は
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
こ

の
文
章
を
最
後
ま
で
読
ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）

  
 ジェフ・リョウ さん

 職　業：スノーボードスクール

編 集 後 記
　この号が発行される時には晩夏を迎える頃ですが、 皆さまはいかがお過ごしでしょうか？
　「ステイホーム」 と自粛要請が出され、飲食店や小売店、宿泊施設などは事業継続も危ぶまれるほどです。
感染拡大対策はもちろん重要ですが、 併せて経済活動を止めない事も重要です。
　新聞やテレビのニュースだけ見ていると、「コロナの恐怖」でストレスが溜まりがちになります。インターネッ
トを活用してより広範に情報を得て「正しく恐れる」「感染拡大させないコツ」を知る事が、穏やかに生活し、
経済活動を必要以上に縮小させない with コロナへの第一歩になるのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員　田中 義人）
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